
はーと　♡ふくし講座

2024年
⼭⼝県⽴⼤学高大接続講座

Enjo
y! わくわく

みんな楽しそう→

■昨年度の様⼦

ヒトとキカイ（AI）のコラボレーションから
生まれるものはなにか？

看護学科 8⽉4⽇(⽇) 9:00∼12:00（定員50⼈） 保護者
教員⽤
講座あり

情報社会学科 7⽉13⽇(⼟) 10:00∼11:30（定員20⼈）
生成AIを用いてコンテンツ
を作成し､生活への影響を
一緒に考えよう

 楽しく�������を開こう！専⾨の扉
わくわく

⼭⼝県⽴⼤学 学⽣部⼊試部⾨
TEL：083-929-6503(平⽇9時∼17時）
メール：nyushi@yp4.yamaguchi-pu.ac. jp
住所：〒753-8502 ⼭⼝県⼭⼝市桜畠6丁⽬2-1

■お問い合わせ

参加
無料

講座一覧

国際⽂化学科 7⽉13⽇(⼟) 10:00∼11:30（定員28⼈）

⽂化創造学科 7⽉13⽇(⼟) 10:00∼11:30（定員20⼈）

図書館の舞台裏：資料を守るためのくふうを学ぼう
図書館の本の装備(フィルムや
ラベル貼り)に挑戦し、図書館
の未来を考えよう

Do You Know Any Color Idioms in English?
色に関わる英語の慣用表現を
通して文化や歴史を知ろう

すべての講座で　

県大生が丁寧にサポートします！難しそう？　そんなことありません！

文系でも理系でも大丈夫！

一人でも、友達と一緒でも、
どちらでも楽しめるよ■お申し込みはこちら

（⾼校単位でのお申し
込みはメールで）

山口県立大学公式
マスコットキャラクター
「わいぴよ」

県⼤⽣といっしょに

社会福祉学科 5⽉17⽇(⾦) 6⽉21⽇(⾦) 18:30∼20:00

はーとボランティア講座

｢食育｣｢災害食｣｢理想の給食｣
３つのテーマで県大生と
グループで一緒に考えてみよう

県大生といっしょに

課外活動･ゼミ体験!　「食｣を通して栄養学を考えよう

『ホントの看護』を考える講座

がん専門看護師の講義の後に、
県大生と看護について考えてみ
よう

栄養学科 7⽉13⽇(⼟) 9:30∼12:00（定員25⼈）

高校生と県大生が共に＜ふくし＞
を学び私達の役割を考える

社会福祉学科 7⽉26⽇(⾦) 18:30∼20:00 地域社会の一員として高校生が　
できるボランティアの活動を学ぶ

（定員30⼈）

（定員30⼈）

※保護者、⾼校教員の⽅の参観は可能です。また、看護学科では、保護者・⾼校教員の⽅のための講座が別にあります。（要申込）

（対象：⼭⼝県内の⾼校⽣）

各講座とも、定員になりしだい、
申し込みを締切ります.。
社会福祉学科は裏⾯をご覧ください。

はーと   ふくし講座



社会福祉学科 はーと♡　ふくし講座

文化創造学科 図書館の舞台裏：資料を守るためのくふうを学ぼう

国際文化学科 Do You Know  Any Color Idioms in English?

高校生と県大生が共に＜ふくし＞を学ぶことを通して、地域共生社会の構築におけ
る私たちの役割を考えてみましょう。また、地域社会の一員として高校生や大学生
の立場でできる＜ボランティア＞の活動について学びましょう。本講座ははーと　
ふくし講座２回、はーとボランティア講座１回で構成されています。１回だけの参
加もOKです。詳細及びお申込は右のQRコードからご覧ください。

看護学科 『ホントの看護』を考える講座

みなさんは､看護職にどんなイメージを持っていますか。この講座は､看護職に興味を持っている県内の高校
生のみなさんが､看護職の仕事をより深く知ることで､自らの進路選択に役立ててもらうことを目的としてい
ます。看護師になりたいけど､専門学校と大学では何が違うの？　看護師になるのに大切なことって何？　
今、私にできることは？　そんな疑問を､県大生､現役看護師と一緒に考えてみませんか。「ホントの看護」
を知ってから進学すると､大学での学びがより深まります。

詳細・お申し込み

各講座のご紹介

栄養学科での課外活動・ゼミを体験する企画です。課外活動・ゼミとはどのようなものなのか、その雰囲
気が味わえます。各テーマに分かれて話合いやグループワークを行います。

栄養学科
県大生といっしょに　課外活動･ゼミ体験!

「食」を通して栄養学を考えよう
3つのテーマのうち受講を希望す
るテーマの第1希望と第2希望を
選んで申し込んでください。

テーマ１：「食育」について考えよう：食育ってどんないいことがあるの！？　栄養学科課外
活動 食育プログラム開発チーム 食育戦隊ゴハンジャーの学生メンバーとともに、食育教材作
成にもチャレンジします。
テーマ２：「災害食」について考えよう：災害が起きたときのために、あなたは何を準備して
いますか？　先輩と一緒に、食の視点から災害時への備えを考えてみましょう。
テーマ３：「理想の給食」について考えよう：みなさんの体験を踏まえて、先輩と一緒に「理
想の給食」とはどのようなものなのかを考えてみましょう。

図書館にある本を手に取ると，書店に並んでいるものと違って，印が押してあったり，
フィルムやラベルなどが貼ってあったりします。このように，図書館では，買ったもの
をそのまま棚に並べるのではなく，さまざまな加工を施しています。そこで，実際に，
フィルム貼りなど，資料を守るための作業を体験してみましょう。そして，その変遷や
意味，問題点について学び，図書館が目指していることについて考えてみましょう。

 "It was out of the blue."、"That's a red flag."、"It's a golden opportunity."のよ
うに英語には色に関わる慣用表現がたくさんあります。前半では、色と色に関
わる慣用表現について学びます。また、日本語の色に関わる慣用表現もいくつ
か取り上げ、色と言葉を考察することで、日常的に使用される英語フレーズに
慣れ親しむと同時に、文化や歴史についても理解を深めます。後半では、英語
を練習し、参加者同士で色について一緒に考えてみます。

英語が得意で

なくても

大丈夫！

予備知識がなくても楽しく参加できます。

＊作業する図書はこちらで⽤意しますが，持参いただいてもかまいません。持参される場合、お持ち帰りいただけますが、「作業の
途中で破損等の恐れがあること」及び「フィルム等ははがすことができないこと」をご了承ください。

情報社会学科
ヒトとキカイ（AI）のコラボレーションから
生まれるものはなにか？

生成系AIを用いて、コンテンツを作成します。このコンテンツがわれわれの生活にどのような影響を及ぼ
しているか、グループで話し合い、結果をプレゼンします。AIがもはやただの「道具」ではなく、人間に
「よりそい」、巡り巡って人間とは何かを定義していくことさえあることを実感していただきます。

はーとボランティア講座＆


